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令和５年度 教育事業報告 

１ 令和５年度の重点事業計画 

（１） 教育環境整備事業 

（２） 授業を中心とした教育の質の向上 

・ICT等整備活用の推進 

・新学習指導要領対応新課程の円滑実施 

・「観点別評価」の実施検証及び改善 

・教職員研修の充実 

（３）生徒指導の充実化と校内教育環境の安定化 

・生徒指導件数減・いじめ案件の撲滅・授業環境の改善 

・教育相談分野の組織的強化 

（４）募集活動の充実と拡大  

   ・広報活動の拡大と充実化 

   ・「未来の教室」を核にした教育内容の改革と充実の PR 

（５） 進学指導の充実 

・文理探究科の進学指導の再構築 

・人事を含めた職員の教科指導力の強化 

（６） 将来ビジョンに基づく諸施策の打ち出しと学校経営と教育力の再構築 

・「未来の教室」①②③の円滑実施 

・「未来の教室」② の本格的始動 

・「未来の教室」④ スポーツ科学コースの指導改善 

・「通信制の課程」設置準備 

（７） 諸規定の見直しと改訂、成績処理等の管理処理の改善 

・生徒指導規定、教務規定等の内容、表記についての見直し 

・教務、進路等に係る重大なミスが続発してきた状況改善策実施 

（８） その他 

・教職員の意識改善 

・「働き方改革」への研究と対応策検討 

・部活動の在り方検討 

・学生寮の在り方検討 

・スクールバス事業の在り方検討 

・その他本校の在り方等検討 

 

２ 重点事業計画実現へ向けた取り組み 

（１）教育環境整備事業 

（２） 授業を中心とした教育の質の向上 
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ア ICT整備活用計画 

   ・iPadの購入と授業及び家庭学習に有効活用を推進中 

   ・授業支援アプリケーション（MetaMoji ClassRoom）の導入し、iPad上 

で、解答状況や進捗のモニタリングが可能になり、個々の学習理解度等 

の即時把握できるようになった。 

    ・デジタル版指導用教材の利用し、教材を単焦点プロジェクタにてホワ 

イトボードに投影可能になった。 

   ・校務支援システム「スクノート」の導入により、学籍管理・入試管理・ 

成績管理・連絡機能・アンケート回収機能等に活用が可能になった。 

   ・IT教育事業の拡大に向けた必要機器の導入を検討している。一層の 

 情報活用能力の拡大とⅠ類受け入れ環境の整備に向けた調整と検討を

図る。 

  イ 新学習指導要領対応の新教育課程の円滑実施 

   ・Ｒ４年度１年生から学年進行で実施。Ｒ６からの完全全学年実施。 

    下記ポイントに重点を置いた本校の編成についての見直しや再改訂を

視野に研究している。 

① 新科目と配当単位数 

② 週 28単位時間の有効活用 

③ 希望や進路に応じて柔軟に選択な選択を可能にする配置 

④ 文理探究科を中心とした大学入試対応 

・大学入試の科目や重点、各大学の動向を見据えつつ柔軟に改訂するこ

ともありうる。特に「情報Ⅰ」の共通テスト導入への対応重要 

・文部科学省「DXハイスク―ル」指定校認定を受けた対応の必要性あり 

ウ 「観点別評価」の検証と改善 

学習指導要領に定める目標に準拠した評価、資質・能力の三つの柱に 

対応した三観点での評価の再検証と適正実施。「成績表」「調査書」「指 

導要録」への明記と説明責任に慎重な対応が必要であり、教務課を中 

心に、各教科の評価法及び評価結果の再検証を実施している。 

  エ 教職員研修の充実 

（生徒理解力、教科指導力、ICT活用力、使命感と倫理感等を軸に） 

   ・総合教育センター主催研修の活用…延べ 25人：33研修参加 

   ・私学協会主催研修の活用…延べ９人：16研修参加 

   ・校内研修会の充実（教務内規に定める研究授業等）…９人が９回実施 

 

（３）生徒指導の充実化と校内教育環境の安定化 

ア 生徒指導件数減・いじめ案件の撲滅・授業環境の改善 

・個別面接指導の拡充を図り、年間複数回数の個別面談を通じて生徒の

状況理解に努め、問題行動、いじめなどの早期発見とともに、卒業後

の将来ビジョンを具体的、明確に持たせ、その実現のための高校生活
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における目標を具体的に意識させることにより、健全で落ち着いた学

校生活となるようサポートをしている。その他、下記を念頭に指導の

充実を模索している。 

① 進路指導と連携した生活指導 

② 保護者を含めたルール、法令等の事前周知の徹底 

③ 女子生徒への足並みをそろえた指導の徹底 

④ ボランティア活動などの社会貢献活動への積極的参加 

⑤ 部活動の充実化と健全な運営 

 

  ＊Ｒ５年度年度生徒指導の状況 

  ・特別指導 39人 

  ・説諭等  ９人 

イ 教育相談分野の組織的強化 

  ・教育相談 SV、養護教諭助手の新配置を実施。スクールカウンセラー等 

の活用を含めて教育相談事業等の充実化を図った。友人関係や学校生 

活上の精神的課題や悩みを持つ生徒、指導上の悩みを抱える教職員が 

相談できる環境整備を研究検討する。専門家の雇用が実現し、専門機関

や医療機関との関係強化を視野に、組織的対応をサポートする体制の構

築を継続して研究している。 

・個人面接週間の複数化を生徒指導課が中心となり、各時期の面談の要 

点等を指示。担当者の「面談力」が課題。 

  ・夏季職員研修で「多様な背景を持った生徒の理解と対応」をテーマとし 

   た専門家の講義を全職員が受講した。Ｒ６スタートの“合理的配慮の民

間への義務付け”への対応も視野に入れた研修会を実施した。 

 

  ＊Ｒ５年度教育相談の状況 

  ・野本 SV対応件数 38件 

    これらに対応するため 生徒 30回 保護者 13回 教員 37回の面談 

  ・養護教諭対応件数は年間 200回以上 

 

（４）募集活動の充実と拡大 

  ア 広報活動拡大と充実 

・学校説明会等の充実：Ｒ５年度の「学校説明会」も焼津文化会館大ホ

ールで実施した。参加者は対前年度で大幅に増大。アンケートも好評

だった。Ｒ６年度も８月 10日(土）、同会場を予定している。アイディ

アを結集して一層の魅力発信をする。 

８月学校説明会：８月 19日(土)焼津市文化会館大ホール 

９月中学校教員説明会：①９月 25日(月)本校  

②９月 26日(火)本校 
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     10月第 1回体験入学会：10月 14日(土)本校 

     11月第２回体験入学会：11月 18日(土)本校 

     〇地区別説明会 島田地区：11月２日(木)プラザおおるり  

     〇地区別説明会 吉田地区：11月 24日(金）住吉会館 

     〇12月個別相談会：12月９日(土)本校 

     〇 同 追加相談会：12月 16日(土)本校 

イ 中学校等訪問等  

・相談役‐校長訪問（年３回） 

   ・教頭‐校長・主任等訪問（掛川以西～磐周エリア） 

・渉外‐主任・進路担当訪問（志榛・清静エリア年３～４回） 

・学習塾等(中部圏内 120教室) 

・掲示物、出版物等に加えて、Ｒ４から TVCM実施（静岡第一ＴＶ） 

 

●Ｒ６入試からの一層の中学卒業人口の激減少期に向けた校内組織の強化、

再構築が急務である。人事配置、人材確保等踏まえ、組織的計画的な広

報活動体制の再構築が必須。その他さらにスクールバス路線拡充や「校

名変更」などが提案されている。 

 

（５）進学指導の充実について  

ア 文理探究科のアカデミックセミナー 

Ｒ４年度から静清ゼミによる資格取得支援の一層の充実に加えて、文 

理探究科では、７時限目を週３回ほど利用した「アカデミックセミナー」 

を実施している。「英語基礎文法の総復習」など１年時１学期は中学校基 

礎学力の定着など基礎力の徹底指導を行って生徒の苦手意識を払拭して 

高き志に結び付けたい。２年次以降は他教科を含め教育課程を補完する 

進学準備に有効活用している。サマーセミナーも実施できた。 

イ チューター制 

    Ｒ４年入学の１年文理探究科でスタートさせた。担任とは別に３人程

度の生徒の進路相談や学習アドバイスを行う「チューター」を当て、個

別面談を充実させ、より身近で一人ひとりに寄り添った指導を実施して

いる。 

ウ ＡＬＴの活用 

Ｒ４年度から導入した。非常勤外国人講師による指導を通じて、英検

や GTECなどの資格試験への挑戦をする生徒を増やすとともに、英語に親

しみ積極的にコミュニケーションをする姿勢を育成する。共通テストの

得点割合でのリスニングの高まり（リーディング・リスニング＝1対 1）

への早期対応をしている。 

（エ） 年間指導計画（シラバス）と使用教材の見直し 

副教材やデジタル教材等の精選と活用について大学入試を視点に見直



- 5 - 

 

しをかける。習熟度授業を前提に研究する。 

（オ）「進路指導ストーリー」の策定と実施 

    ３年間を見通した校外模擬試験や資格試験、個別面談などの予定と意 

   義づけを明確にした指導計画を作成し、生徒、保護者と共有する。 

（カ）進路行事の研究と検討及び導入 

   大学訪問、保護者説明会、長期休業補習、英検、模擬試験、勉強合宿、

土曜講座 等々について必要性と有効性を検討する。 

（キ）教科指導力向上 

   各教科の人員の適正配置と指導力向上に配慮した人事と各種研修等を 

通して魅力ある授業の研究と実践を進める。 

 

（６）将来ビジョンに基づく学習プログラム「未来の教育」の実施による教育 

力の再構築 

    文理探究科の進学対応とともに、定員 200人を抱える工学探究科につ

いてのビジョン明確化と具体的対策の検討は今後の生き残りの要点であ

り、外部機関との連携を含めた研究と検討を行い、Ⅰ類において「IT教

育推進事業」をＲ３に検討開始し、Ｒ４・Ｒ５は教育実践として実施す

ることができた。文部科学省補助指定校になり一層の充実を図りたい。

Ⅱ類「キャリアクリエイト」もＲ５にスタートした。 

 

 ア 未来の教室：①進学指導Ｐ ②IT教育 ③キャリアクリエイトコースの

円滑実施 

 イ 未来の教室②「ITエキスパートコース」（Ｒ６募集）も視野にシステム

シェアード社との業務連携の強化と授業実践の深化に努めた。“スチュ－

デントＳＥ”などユニークな取り組みも実践できた。年度末に申請手続

きとなった文部科学省補助指定事業である「高等学校等デジタル人材育

成事業」（ＤⅩハイスクール）の認可も決定し今後の工学探究科の柱とし

ての道が開けつつある。 

 ウ 未来の教室④「スポーツエキスパートコース」（Ｒ７募集）の準備とスポ

ーツ科学コースの立て直し：信州大学医学部スタッフとの連携ができた。 

   後半期、体育主任を窓口に事業構想を相談しつつ授業実践も３回行った。 

 エ 「通信制の課程」設置準備 

   静岡県庁私学振興課の指導を受けつつ、他校視察や人事計画を含めた準

備を進められた。計画書類の提出、申請書類の提出、訪問審査、審議会

を経て、Ｒ６年度８月の「承認」、Ｒ７年３月末の「認可」へ進めていく。 

 

（７）諸規定の見直しと整理、事務執行の改善 

 ア 担当分掌を中心に「生徒指導規定」、「教務規定」等の本校の指導の柱で

ある諸規定に見直しをかけ、適正な表現や修正を行った。 



- 6 - 

 

イ 教務課が主導して、教科書選択、成績処理、発信文書（調査書・推薦書

等を含む）、実施要項等々の重大なミスを防止し適正化するために全般の

改善を図ったが、今年度も何度かの大きなトラブルへの対応を迫られた。 

 

（８） その他 

ア 教職員の意識改善 

イ 「働き方改革」への研究と対応策検討：学校視察 伊勢学園・享栄高校 

部活動の在り方検討 

ウ 学生寮の在り方検討：令和６年３部活統合 

エ スクールバス事業の在り方検討：静岡便等増便対応 

オ その他本校の在り方等検討：渉外課より“校名変更”等の提案 

 

（９）連絡事項等 

ア Ｒ７年度入学募集について 文理探究科 40 工学探究科 200 

                      【Ⅰ類 IT60・スポ 30】 

                      【Ⅱ類 110】 

 イ Ｒ５年度末人事について 

 ウ 静岡学習センター(仮称)について 相川伝馬町ビル 1F一部 


